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SUMMARY

There are several methods of doing the Running high ]'ump. The point common to

an methods is to transfer horizontal velocity into lifting momentum through the

process of take-off, to raise the center of gravity to maximum血eigbt, and to make

an economical jump. In order to attain good results, it is especially important to

master the tec壬1niques of preparation
for sprlng and of take-off.

Inthis essay, I choose, among several methods of Running highjump, the scissors

Jump, Which most beginners try, and the belly roll and the Fosbury flop, wbic血are

now employed by most jumpers. i analyse these methods with regard to the technique

of approach, take-off, movements in the alr, arid landing.

Relaxation is important during the approa血of any me也od. In血e scissors Jump

and t也e bel)y roll,the approach is made in a straight line. The angle of approach

toward the bar is 60-80 degrees for也e scissors Jump, and 30-40 degrees for the belly

roll. In the Fosbllry flop,也e approac血is made in a ctlrVed line.

The preparation for spring is similar in the scissors jump andthe belly roll. One

stride before take-off, the jumper settles down and withthe last stride leans his

trunk backward and strikesthe gronnd. The take-off spot of the scissors jump is
a

little farther from the bar thanthat of the belly roll.

Tbe take-off techniqne of t皿e Fosbury flop is relatively easy, but at the time the

spring lS executed, the take-off foot and the trunk must
form a

straight
line and be

vertical to the gronnd.

In the scissors jtlmPthe jumper must bend the take-off leg against his chest, and

his body must be血orizontal over血e bar. T土1ere are Several forms of belly roll, in

which the jumper clears the bar stomach-downwards. In the Fosbury flop, on the

other hand, the jumper crossesthe bar back-downwards.

In也e scissors jump,也e landillg is made on也e也ke-off foot wit血也e jumper

facing the bar. In the belly roll, any style of landing is acceptable. In the Fosbury
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flop the jumper falls back-downwards･ Landing in the high jump is not so important

as inthe long jump orthe triple ]'ump, so long as the danger of injury can be

prevented.

T血e present vorld record for men and也e Japanese record for women vere made

inthe style of the Fosbury flop･ The world for women andthe Japanese record

for men were made in the style of the belly roll･ These two methods are regarded

asthe best and most rational･ New records will be created throughthe development

of sports science and the training methods.

Ⅰ まえが･き

陸上競技はスポーツの中で最も古い歴史をもつといわれ,走る,跳ぶ,投げるという人

間の基本的,本能的動作によるものであり,近代でほ19世紀に陸上競技発祥の地イギリス

で行なわれてから発達し, 1896年からの近代オリンピックの中心種目として技術的にも記

録的にも大きな進歩をし今日に至っている｡

陸上競技ほ,競走競技,跳躍競技,投てき競技,競歩競技の4つに大きく分類される

が,跳躍競技には,高さを競う垂直競技と距離を競う水平競技の二種類があり,本研究の

対象になる走高跳は垂直競技に属しているが,前者にはその他棒高跳があり,後者には走

巾跳,三段跳などの種目がある｡

走高跳は競技会としては1868年アメリカで初めて実施されたといわれるが,当時の跳躍

方法ほ横木の上で脚を曲げてかかえるようにして跳んだ初歩的な方法であり,記録的にも

極めて低調やあった.その後新らしい技術の開発や規則の改正あるいぼスポーツ科学の進

歩などにより記録も更新され1968年のオリンピックメキシコ大会でアメリカのフォスベ

リー選手によって背面跳という最も新らしい跳躍方法が紹介され現在多くの競技者によっ

て試みられている｡

このように100年余の走高跳の歴史の中で,科学的研究によって開発されたその技術を

分析し,又跳躍方法の変遷とそれに伴う記録との関連について考察し今後の指導およびト

レーニング法の研究の資料としたい｡

Ⅰ 考察の内容

1.技術の分析

走高跳は人間のもつ跳躍力を最高に発揮して高さを競う競技であるので,強い跳躍力を

有することほ大切な条件であることはいうまでもないが,又長身であることも有利である｡

しかし走高跳に必要な技術を十分身につけた競技者の中にほ,男子で40cm,女子で20cm以

上も自分の身長より高い高さを跳躍している者もおり,走高跳では跳躍技術の巧拙が記録

に大きく関与していると思われる｡

表1は昭和52年5月に神奈川県立体育センター陸上競技場で開催された神奈川県中学校
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表1競技会における跳躍方法の分類による競技者数
‾丁ー‾‾‾‾ー‾‾‾‾＼

略さみ跳

ごヱニ･l苧面跳E=1
～--------I-----＼＼_跳躍方法

■■■■ー＼

ー､＼

太目必出､A男03i40143/､7､女115F3130F48

表音溢血､ム男loloi28128/､7､女l2i2124i28

東日本実業団対抗陸上競技選手権大会 男tOlll8F9
女IQEo16･ ･6

(昭和52年5月 神奈川県立体育センター陸上競技場)

および高等学校陸上競技選手権大会,東日本実業団陸上競技選手権大会の走高跳に出場し

た競技者の跳躍方法の分類である｡この3つの競技会に出場した競技者の年齢層ほそれぞ

れ異っているが,表に見られるように現在日本の陸上競技会では背面跳で跳躍している読

技者が他の跳躍方法に比べて圧倒的に多い傾向がみられる｡しかし走高跳の歴史の中では

いろいろな跳躍方法が多くの競技者によって試みられ記録も向上したがその主なものほ次

のとおりである｡

･はさみ跳 Scissors jump 正面跳ともよばれ,横木のやや斜め方向から助走して踏

切り,横木の上で振上脚と踏切脚を交差させて身体を助走方向に回して着地する｡

･ラルソンスタイル Larsonstyle アメリカのスイ-ニ-選手が横木の上で上体を反

らせ仰向桝こなって背中で越える跳躍方法を行なったが,その後ラルソンが好記録を作っ

たのでラルソンスタイルといわれるようになり欧洲でも多くの競技者によって試みられた

が現在では行なわれていない｡

･ロ-ル･オーバー Roll over 横木に対して斜めの方向から助走し,横木に近い方

の足で踏切り,横木の上で横向きにより体を回転させながら着地する跳び方でウェスタン

フォームともいわれるが,最近でほこの跳び方をする競技者ほ殆んどいない｡

･ベリー･ロール Belley roll走高跳の規則が改正になり,頭から先に横木を越して

もよいことになり発達した跳躍方法で現在多くの競技者によって好記録が作られている｡

助走ほロール･オ-バーと同様であるが,踏切った後振上脚が先に横木を越し,横木の上

で下向きになり体を回転させ,踏切脚を越させる方法で極めて合理的な跳び方である｡

背面跳 Fosbury flop アメリカのフォスベリ-選手が1968年のオリンピックメキシ

コ大会で2m24の好記録で優勝したときに行なった跳び方で,助走ほ円を措くようにし,

踏切りの動作で踏切脚を回転軸として内側に回転を行ない,空間で背面を下にして頭から

先に横木を越える跳び方で現在最も多くの競技者によって行なわれている｡

上記の跳躍方法は技術的にそれぞれ特徴をもっており,その時代において多くの競技者

によって試みられ記録も更新されたが,技術を構成する助走,踏切り,空中の動作,着地
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ほ各跳躍方法に共通しており,本研究でほ,日本人によって完成されたといわれるはさみ

跳および現在多くの競技者によって跳躍されているペリ-
･ロール,背面跳の3つの跳躍

方法についてその技術を分析し考察した｡ (文中の動作ほ左脚踏切りの場合とした｡)

(1)助 走

助走でほ横木に対する角度,歩数(拒離)およびスピードが重要であるが,それほ跳躍

法や横木の高さによって異なり,各跳躍方法に共通しているのほリラックスして走ること

あるoほさみ跳およびべ1)-
･ロールでほ,真直く,､一直線上を走ることが大切で,このこ

とほ助走によって得られた水平方向の運動量を踏切ることによって垂直の方向に変える

ために必要なことである｡角度ほ,はさみ跳でほ横木に向って正面より右側で45度から90

度の範囲で行なわれるが60度-80度が最も多く用いられており,踏切った後に右膝を伸ば

して大きな動作で振上げるた捌こほ60度前後が最も適していると思われる｡又その歩数ほ

9-11歩の競技者が多いoベリー･ロールで跳躍する競技者の多くは7-9歩の助走歩数

であり,ほさみ跳と反対の方向即ち踏切脚の方向からスタ-卜し個人差もあるがその角度

は30度-40度が適当であると思われるoその角度が小さいと踏切りの動作で腕や脚を十分

振りこむことができるが･横木の上で体が平行になりがちで頭を下にしたよい姿勢をとる

ことが困難になり･助走の角度が大きくなると横木の上での姿勢ほよいが踏切りで腕や脚

の振りこみを十分利用することができないoベリー･ロールの助走で体を回転することの

みを念頭において上体を横に倒しながら走る者もいるが踏切って体を上昇させることを重

点的に心懸けて助走しなければならないo助走のスピードほほさみ跳でほ横木が高くなっ

たとき又ほ角度が小さくなった場合にほより速いスピードが要求される｡ 1952年に細谷が
被検老となり横浜国大孫野長治教授の研究によると,ほさみ跳で1m62の高さを跳躍した

ときの助走速度ほ6･2m/secであったが,踏切り前の速度ほより速いものが要求されベリ

ー●ロールで2m28の記録をもつソビエトのブルメル選手は踏切りから2歩目のところで

6･99m/secであったと報告されている｡背面跳の助走は横木に向って左側の正面附近か

らスタートし垂直軸の回転力が必要とされるので最後の3-4歩を左へ円を措くようにす

るのが特徴でほさみ跳,ペリー･ロールと大きく異っている点である｡これは体を円の中

心方向にむけ外側へ突張り･その力を踏切りに利用し又横木の方向へ背中を向けやすくす

るためである｡背面跳ほ助走のスピードを利用して跳躍できる利点があるが,最初からス

ど-ドを出してほ十分な踏切りができないので助走の最後の数歩でスピードを出すことが

効果的な助走の方法であると思われる｡

(2)踏切り

走高跳でほ横木をいかに経済的にしかも合理的に越すかが大切な技術の一つであるが,

更に重要なこと(主いかに高く跳び上ることができるかという技術を修得することであるo

境木をいかに上手に越す技街をもっていても高く跳び上ることができなければ好記録を作

ることほできないo高く跳び上ることほ主として踏切りで決定され,強い踏切りほ優れた

跳躍力が必要とされるが,それほ先天性の資質のみによるものでほなく練習によって得ら

れた技術が大きく関与するものと思われる｡
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はさみ跳の踏切りでほ,踏切り1歩前に贋を沈め最後の1歩で体を後傾して速かに左脚

を突張るようにして踏切るが,踏切りに入る前に両腕を横上後ろに残すようにし,踏切り

に移ってから肘を曲げなから下前方より上方に振りこむようにする｡又右脚ほ真直ぐに伸

ばし大きな動作で前方に振上げるようにする｡踏切り1歩前では鍾カ.ゝら接地するような感

じで行なうのがよいが,鍾で突張るような動作は好ましくない｡この要領はベリー･ロー

ルの場合も同様である｡

ベリ-･ロールの場合もほさみ跳と同様に踏切り1歩前で膝を曲げ体を低くするが,こ

の動作ほ各自の能力や技術にあったものであることが好ましく特に意識して行なう必要ほ

ない｡又この時腰が曲っていては十分な踏切りができず,左脚が地面から離れる瞬間は体

が真直く小に伸ばされ,地面に対して垂直かやや後傾している状態が好ましい｡最後の一歩

での腕の動作ほ左腕が後方にあり右腕が前方で踏切りに入る方法と両腕を体の後横上に引

くように構える方法があるが後者の方法で行なっている競技者が多いようである｡踏切っ

た後右脚は左脚を通過して前に出されるが,この際薩が地面から高く離れないようにし地

面をするような感じで振り出すようにする｡次いで上方に振上げるが,この方法として膝

を伸ばして振上げる方法と,膝を曲げて振上げる方法の2つがあり,外国の一流選手は前

者を日本選手の多くは後者の方法をとっている｡膝を伸ばして振上げる場合ほ,振上脚に

ょって出される力ほ大きくはないが,その力ほ長い時間維持され力積(力×時間)が大き

くなり有利な条件となり,曲げて振上げた場合ほ,地面に対して強い力を発揮するが,そ

の力の働く時間が短いので総体的には前者の振上げ方法が有効であると思われる｡

背面跳では助走のスピードが豊かであるので踏切ったときに体が真直く小上にあがらず助

走の方向に流きれる傾向がみられるが,この点については踏切りの際に十分留意しなけれ

ばならない｡好ましい踏切りほ,足先を横木と平行か或いはやや内側に向け,踏切脚が地

面から離れる瞬間に左脚と上体が一直線になり地面に対して垂直になることで助走のスピ

ードを利用して跳躍する｡この方法でほ特にこの点が重要視されるが,この時体は横木に

対して後ろ向きでなく横向きにになるようにする｡右脚は体をひねって上昇させるため他

の跳躍方法と異なり大きく振上げることほできないが,体の内側に引きつけてひねり体の

垂直面の回転を助けるようにするのがよい｡背面跳は踏切りの技術が比較的容易であり,

助走のスピードを利用できる有利さはあるが,振上脚を有効に利用することができず,又

上昇するとき横木に背中を向けるので横木と体との間隔を十分認識することができない欠

点がある.ベリー･ロールほこれと対象的に振上脚で体の上昇を助ける利点はあるが,助

走のスピードを十分利用できず又踏切りの技術が難かしい欠点がある0

(3)空中の動作

空中の動作は跳躍方法によって異るが,重心の位置が横木に近く文体の部分が横木に触

れないでその上を越すのが効果的である｡

はさみ跳でほ踏切った後,体が上昇し右脚が横木を越えはじめたら内側にひねり足先を

下方に向けるようにし,これと同時に左脚を大きな半円を措くようにまわし膝を曲げて上

方に引き上げ胸の前にもっていくo両腕の動作としてほ右腕は体に近づけ前下方に,左腕
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ほ後方に回すがこの腕の動作で体の回転を助ける○横木の上でほ横木の事前にある体の上

部と横木の向う側にある右脚より腰が高くなる状態が理想的であり,体が横木に対して水

平になるのがこの跳躍方法で最も経済的な型であるo前記孫野長治教援の研究でほ細谷の

空中での時間ほ紛0･5秒であり,この短い時間のうちにいろいろな動作をしなければ十分

な跳躍ができず,技術的にほ他の跳躍方法より難かしいと思われる｡

ベリー.ロ-ルの跳び方には,横転,ダイビングなどの方法があるが腕や脚を十分に使

って操作することが重要である｡踏切って右脚が横木を越えほじめたら右腕,頭,右肩を
横木を越えてから下に突きおろすようにし,左腕ほ肘を水平に曲げ横木に触れないように

するo右脚ほ横木をまたく小ようにするが顔ほ真下或いほ助走路の方向に向けた方が右脚を

膝から下に突きおろす動作の補助ができるoこの瞬間に体ほ横木の上で最高の高さに達し

ているが左脚ほ横木の助尭路側に残っており,うつ伏せの姿勢になっている｡ついで左脚

の足先や膝を蹴り上げるようにして外側に反転させると体全体の回転を助けることになり

横木を越えることが容易になり,反転しないで蹴り上げると腹が下がり横木に触れるので

不利である｡

背面跳では踏切りで十分体を伸ばして伸び上る姿勢をとることが重要であり,このとき

体ほ回転運動をおこして横木に背を向けるようになる｡踏切った後に直ちに体をまるめて

着地の姿勢で跳躍する者がいるが,この方法で跳んだ場合ほ尻で横木を落すことが多い｡

踏切った後右腕を高く振上げて横木の向う側に出して上体が横木の上にきたとき頭を下げ

るようにして反らし,両脚ほ膝を少し曲げて開くか又は伸ばした状態で両腕を体の前方に

出すと体が腹で2つに折れるようになって横木を越すことができる｡

(4)着 地

走高跳の着地は距離を競う尭巾跳や三段跳のように重要視されないが,脚以外に手,胴

体あるいは背中から落下するので事故防止に十分注意しなければならない｡

はさみ跳では横木を越えるのに右脚ほ体のバランスをとるため後上方に振上げられるの

で左脚から着地するが,低い高さを跳躍する場合ほ右脚から着地する場合もある｡着地の

方向は横木の上で体を回す動作が行なわれるので助走路の方向に向いて着地する｡ベリ

ー･ロールほその跳躍の型によって手,手と右脚あるいは腕と胴体から着地するなどいろ

いろな方法があり,背面跳は普通ほ肩からマットに落下するが,意識して着地姿勢をとろ

うとすると体が回転しすぎて頭から落ちる場合もあり危険を伴うので注意しなければなら

ない｡

2.技術の変遷と記録との関連

走高跳は1868年アメリカの競技会において行なわれたのが最初といわれるが,その初期

でほ横木を越す方法として両脚の膝を折り曲げて脚をかかえるようにして跳躍したり,斜

めから助走して両脚を交互に上げてまたぎ越すような極めて初歩的な跳躍方法で1 m67と

いう低詞な記録が残っている｡その後アメリカで陸上競技がさかんに行なわれるようにな

り,いろいろな変った跳び方が試みられ記録も急激に伸び1875年に1 m80,更に1887年に

ほ1m93が記錬されている. 1895年にほアメリカのスイ-ニイが1m97を跳躍したが,こ
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れほスイ-ニイフォームとよばれ,横木を越すときに上体を倒し腰をひねる動作を行なっ

たものではさみ跳の源洗となったといわれている｡この跳躍方法は後にラルソンによって

完成され ラルソンスタイルとして欧洲でもこの跳び方で活躍した選手が輩出した｡
1912

年にアメリカのホーリンがウェスタンロールで2mOlを記録したが,このときの跳躍方駄

は横木の上で体を横にする姿勢をとったものであった｡しかしその直後にピーソソによっ

て2mO2が記録されたが,横木の上で横になり背で越える独特の跳び方でこれがロール･

オーバーの始まりであるといわれているが, 1924年にオズボーンがこの技術を完成し2m

o3の記録を残しているo この跳躍方法は1937年にウオーカーによって2mO9まで引上げら

れたがこの時代までがロール･オーバーの全盛期であった｡この跳躍方法ほアメ7)カ西部

の海岸地方で発達したのでウェスタンフォームともよばれた｡

第1国 産高跳の技術と記録の変遷(男子)

第1国 東高駄の技術と言己身の変遷(男子)
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ベリー･ロ-ルは1919年にすでに行なわれていたといわれるが,当時ほ贋より下に頭を

下げてほならないという規則がありそれに違反した跳び方であったといわれている｡ 1933

年に規則が改正されて多くの制約が解かれ,片脚で踏切ればよいことになり1936年にアル

ブリトソによって2mO7が記録されたが,規則の改正がもっと早い時期に行なわれていた

ら記録も大きく向上していたと思われる｡その後,頭を下げて腰を高くして横木を越える

などその跳び方に研究が加えられ1941年にステイアスが2mllを跳躍したがこれが現在行

なわれているべ1)-･ロール(ストラドルフォーム)となっている.



96 細 谷 真 澄

このべ1)-･p-ルはアメリカ,ソビエトを中心に研究され図1にみられるように世界

記錬が更新されたが,腕や脚の動作,回転動作などその技術に関して両国の研究にかなり

相違点があり,又トレーニング方法にもそれぞれの特徴がみられた｡しかし両国の角逐に

より記録も伸び, 1963年にはソビエトのブルメルによって2m28の好記録が樹立されてい

る. 1968年のオリンピックメキシコ大会で2m24の記録で優勝したフォスベリーほ横木の

上で背面を下にして廟ぶフォスベリー･フロップという新らしい跳び方を行なったが,そ

の後急激に普及し又研究され1976年にほストーンズによって2m32が記錬され今日に至っ

ている｡

日本での最初の記録ほ,明治44年に作られた1 m45であるが身長の低い日本人にほ不適

とされた種目の一つであった｡しかしほさみ跳は日本人の身体的条件に適している跳躍方

法であり,多くの競技者がこの跳び方で活躍し,ほさみ跳の技術の完成に大いに貢献し

た｡日本記録ほ戦前,戦後を通じて昭和の初期に一度ロール･オーバーで記録が更新され

た以外はすべてほさみ跳であったが, 1962年に杉岡選手が2 mO7を跳躍したのを最後にベ
リ-
･ロ-ルの時代となった｡ 1968年に富沢選手によって2m15が記録され更に1971年に

2
m20と記録を伸ばし現在の日本記録となっている｡

_ーその後背面跳が普及し多くの競技者
が記録の更新を目指しているがが2 m18が最高で未だ更新するまでに至っていない｡

第2図 売高眺の技術と記録の変遷(女子)
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女子の走高跳ほ, 20世紀に入ってからアメリカで始められたが,男子と同様に両脚を揃

えて跳んだり,ただまたぎ越すだけの技術であったので記録ほ低調であったが, 1928年の

オリンピックアムステルダム大会からオリンピックの種目に加えられ記録も大きく向上し

た｡ 1960年のオリンピックローマ大会と次のオリンピック東京大会の両大会に優勝したバ

ラシュほ,はさみ跳で1m91の好記録を作ったがこの時代ではべT)
-

･ロ-ルで跳躍する

選手も多かった｡しかし1m84の長身を刺してのバラシュのはさみ跳での記録ほ約10年間

世界記録として残り,この記録は1971年,グゼソバウァーがベリー･ロールで1m92を跳

び更新した｡オリンピックミュソ-ン大会でメィファートが背面跳で1m92の世界タイ記

録で優勝した以外ほ図2のとおりすべてベリー･ロールによって記寿が更新され, 1976年

アッカ-マンによって1m96まで引上げられたが,近い将来2mOOの好記録の樹立が期待

できるものと思われる｡

日本の女子も男子同様記録的に低調で, 1922年に1 m22を跳んだのが最初で, 1931年に

1 m46, 1935年に1 m52の記錬を経て1942年の1 m62で戦前を終っている｡戦後1946年に

山内選手によって1 m63が記録されたが,この記録は永い間更新されず1959年に田中選手

によって1 m65に引上げられた｡その後多くの選手によって記鐘が更新されたが1971年に

稲岡選手によって1m76の記録が残された｡これまでの記録はすベてはさみ跳による跳躍

であったが, 1972年以後は背面跳で跳躍する選手が輩出し1975年には1 m85まで到達し世

界の水準に近づいた｡

売高跳の技術ほ初歩的な段階からいろいろな跳躍方法を経て現在は合理的な背面跳およ

びベリー･ロールが多くの競技者によって跳躍されているが,世界の傾向としては男子ほ

背面跳,女子ほベリー･ロールが優位を占めている0日本の最高記録をみると男子はベリー

ロール,女子は背面跳でつくられたものであるが,最近の競技会でほ女子は勿論男子も背

面跳で跳躍する競技者が圧倒的に多いので,助走のスピードを利用できる背面跳ほ身長の

低It､日本人に有利であり,今後跳躍方法の研究によって記録の向上が大いに期待できる｡

売高跳にはいろいろな跳躍方法があり,多くの競技者によって跳躍され技街的にも記録

的にも大きな進歩をみせたが,いずれの方法も水平速度を踏切りによって上昇力にかえ,

いかにして童心を高く上げて合理的にしかも経済的な跳躍をするかが大切であり,特に踏

切り準備と踏切りの技術を修得することがよい成績を収めるるために重要なことである.

本研究でほ,日本人によって完成されたといわれるほさみ跳および現在世界各国で多くの

競技者によって跳躍されているベリー･ロール,背面跳の3つの跳躍方法の助走,踏切

り,空中の動作および着地の技術を分析し又技術の変遷と記録との関連について考察した

が要約すると次のとおりである｡

(1)助走ほいずれの跳躍方法でもリラックスして走ることが要求され,はさみ跳および

ベリ-
･ロールでは実直く小一直線上を走り,その角度は横木に向ってほさみ跳では60度-

80度,ベリー･ロ-ルでは30度-40度で行なうのが一般的である.背面跳の助走は円を括
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くようにして走るのが特徴で,これほ踏切りで体を横木の方向へ向けやすくするためであ

る｡

(2)踏切り準備ほさみ跳およびべ1)-･ロールほ大体同じで,踏切り1歩前で腰を沈

bt･,最後の一歩で体を後方へ倒して地面をたたくがその位置ほはさみ跳の方がいくらか遠

く,踏切脚と上体が一直線になって地面に垂直に立つような状態になるのがよい｡

(3)空中の動作ほ,はさみ跳でほ横木の上で踏切った脚の膝を曲げ胸につけるようにし

体が水平になるようにするoベリー･ロールは横木の上で腹側が下になり,うつ伏せの姿

勢で跳び又背面跳ほ反対に背中を下にして横木を越える｡

(4)着地ほ,ほさみ跳でほ横木の方向を向いて踏切脚から又ベリー･ロールほ手,手と

振上脚あるいほ腕と胴体からと跳躍の方法によって異なる｡背面跳では背中からマットに

落ちるが,走高跳の着地ほ走巾跳や三段跳の着地に比べてさほど重要視されないが,事故

防止についてほ特に留意しなければならない｡

現在,男子の世界記録と女子の日本記録の跳躍方法ほ背面跳で,女子の世界記録と男子

の日本記録ほペリー･ロールであるが,この2つの跳躍方法が効果的な跳躍方法であると

思われる｡今後もトレーニング法の進歩,スポーツ科学の発達に期待するところが大きい

が,人間の身体は生体であり有機体であるこ-とを考えればすべての運動が機械のように計

算されたとおり働くことほできない｡そこには心理的なあるいは生理的な面が大きく作用

することほ当然である｡走高跳の記録が大きく伸びるためには,力学的な法則の上にあら

ゆる技術を修得し必要な要素を強化することである｡

1)

2)
3)

4)

5)

6)

7)

8)
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